
「一月は行く」「２月は逃げる」「三月は去る」

と、私の故郷では月日の経つのは早いことを

例えて言いますが、コロナウイルス感染の方

は依然として高止まり状況で、

こちらはサッサと居なくなってくれそうも無く、

ここで気を緩めると次の波が来るような気が

してなりません。

一方、東欧ウクライナではロシアによる

一方的な戦争で多数の罪もない尊い人命が

非人道的に失われ、毎日のように流れる映像に

胸が痛くなる現実があり、第２次世界大戦

終戦時の旧ソ連軍によって北方４島が侵略され

不法占拠された過去が甦り、遠い他国の出来事

として北海道は安穏としておれないような気

がします。

ともあれ、現在の日本は平和を享受し、

待ち遠しかった春を迎えることが出来る喜びは

本当に有り難いものです。

変化の激しい色々な社会状況の中、蕎麦打ちが

楽しめる喜びもまた格別のものが有ります。

コロナでなかなか実施出来なかった例会が

少人数の参加ではありますが今月やっと開催

されました。

3月例会の様子
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